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受注高：大型案件の失注で低水準に留まる

減収・増益：

•カタール大型ＬＮＧ案件完工の一方、前期受注のパプア
ニューギニアＬＮＧ案件の売上げ本格寄与までの端境期

•完工総利益率の改善

•オフィス集約関連の特別損失を計上
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完成工事高：完成工事高：

•カタール大型ＬＮＧ案件が完成

•パプアニューギニア大型ＬＮＧ案件が前期比増加

•ファイン・インダストリー分野（太陽電池部材や
リチウムイオン電池、医薬品関連など）が堅調
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完成工事総利益：

完成工事総利益率改善により増額。

• プロジェクト採算改善

• 円高による外貨建工事原価の円換算額減少

販管費：

新規連結グル プ会社の販管費相当分の増加新規連結グループ会社の販管費相当分の増加。

営業利益：

完成工事総利益の増加。

経常利益：経常利益

営業利益増加の一方、外貨建工事原価円換算額減少の見合いで、為替変
動リスクヘッジのための包括為替予約の評価損計上が影響。

当期純利益：

オフィス集約にかかる特損４０億円を計上したものの増加。
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• 入金先行の手持ち工事が終盤を迎え 手元資金減少。入金先行の手持ち工事が終盤を迎え、手元資金減少。
期末に向けて増加見込み。

• パプアニューギニア案件の進捗に伴い、

• 営業資産三勘定（未成工事支出金など）

• ＪＶ持分資産

• 営業負債三勘定（未成工事受入金など）

が増加

• オフィス集約計画の決議に伴う臨時償却により

有形固定資産減少

• 有価証券の取得などにより投資等が増加
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• 工事損失引当金の減少などにより流動負債減少
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• カタール バルザンガス処理案件失注によりカタ ル ルザンガ 処理案件失注 より

前期比減少

• 国内／海外受注のシェアはほぼ半々

• 太陽電池部材など低炭素技術関連の受注が堅調
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受注高は海外1300億円、国内1100億円の2400億円受注高は海外1300億円、国内1100億円の2400億円

前後に留まる見通し。（参考資料 添付①）

受注高以外は、２Ｑ時点の通期予想を据え置き

（上記(B)参照）（上記(B)参照）
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